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問12 真空中に置かれた平行電極板間に，直流電圧V [V]を加えて平等電界E [V/m]

を作り，この陰極板に電子を置いた場合，初速零で出発した電子が陽極板に到達

したときの速さは，v [m /s]となった。このときの電子の運動エネルギーは，電子

が陽極板に到達するまでに得るエネルギーに等しいと考えられ，次の式が成立す

る。 

21
2
mv     (ｱ)     

ただし，電子の電気素量を e[C]，電子の質量を m [kg]とする。 

したがって，この式から電子の速さ v [m/s]は，    (ｲ)    で表される。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)及び(ｲ)に当てはまる組合せとして，正しいものを

次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 
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問 13 図 1 は，静電容量 C [F]のコンデンサとコイルからなる共振回路の等価回路

である。このようにコイルに内部抵抗 r [ ]が存在する場合は，インダクタンス

L [H]と抵抗 r [ ]の直列回路として表すことができる。この直列回路は，コイル

の抵抗 r [ ]が，誘導性リアクタンス L [ ]に比べて十分小さいものとすると，

図 2 のように，等価抵抗 pR [ ]とインダクタンス L [H]の並列回路に変換するこ

とができる。このときの等価抵抗 pR [ ]の値を表す式として，正しいのは次のう

ちどれか。 

ただし， cI [A]は電流源の電流を表す。 
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